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この課題に関わる
SDGｓの番号

　　　　　　　　　　　



テーマ設定の理由 　先日、テレビを見たときに東京のスーパーでお惣

菜やお弁当が５００円前後で売られているのを見

た。都市の人は安い方とコメントしていた。私はこ

の値段で安い方なの？！と思った。

　

　この差は平均賃金や所得の違いから生まれるの

だろうと思った。　

　

　国内でさえも様々な差が生じているのに世界規

模で見たらどうなるのだろうと気になったから。



現状

　世界の生徒４０人の教室、資産を４０冊のノート
とすると以下のイラストのように配布されているの
が今の富の所得の現状。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　左のグラフの通
り、学習の格差も生
じている。



課題

　

　

　　圧倒的な所得の格差。

　それに応じる一般的な生活の差。

　学ぶチャンスの格差。

　社会保障の届く人、届かない人。

　

　



解決策 　移民の国・アメリカでは多くの学校で、　　　  　「No 
Child left behind(落ちこぼれをつくらない)」という言葉
を掲げて、学力ごとのグループ分けをし、不利な状況に
ある子供の学力向上に力を入れているそうだ。

　また、私達にできる解決策もある。

　・フェアトレードの商品を購入する

　・寄付や募金

　



１０代からの提言 　「所得の格差」この差を埋めるためには、少なか

らず将来活躍するであろう今の若者の義務教育

の修学は必須だと思う。学力の格差はすごく致命

的だ。現在の世の中はIT技術の進歩が著しいた

め、その場にいなくても授業が受けられるオンライ

ン授業を発展途上国で活用すれば需要と供給が

保たれるのではと思う。

　



感想 　１０代からの提言で「オンライン授業を活用」と

言ったがインターネットが普及していない発展途上

国も少なくないと思う。その場合はまずインター

ネットの普及から始めなければならない。

　どんな問題にも解決策はある、だがその解決策

を実行することこそ、とても大変なことだなと１０代

からの提言を考えることで学んだ。

　学校や職場など様々なところでSDGsを呼びか

け、多くの人の生活の中にSDGsが住み着いてい

る世の中になるよう私達自身もできることには手を

伸ばしていこうと思った。


